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●
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
か
月
。
私
事
だ

が
来
年
は
30
歳
の
大
台
だ
。
先
日
小
学
校

へ
取
材
に
行
く
と
、
児
童
が
年
齢
を
尋
ね

て
き
た
。「
18
歳
」
と
答
え
る
と
、
何
の
反
応

も
な
く
児
童
は
立
ち
去
っ
た
。
ふ
と
、
年

齢
を
大
幅
に
ご
ま
か
す
大
人
を
冷
た
い
目

で
見
て
い
た
自
分
の
幼
少
期
を
思
い
出
し
、

改
め
て
自
分
の
年
齢
を
感
じ
だ
。  

〈
和
久
〉

崩く
え
ど道

の
祇ぎ

お
ん園

祭
り

新

市
史
抄
片

編
集
後
記

●
11
月
下
旬
か
ら
12
月
に
か
け
て
ア
イ
ソ

ン
彗
星
が
接
近
。
こ
の
彗
星
は
太
陽
を
周

回
し
な
い
の
で
、
最
初
で
最
後
の
観
察
に
。

今
年
は
天
体
シ
ョ
ー
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
、
あ
る
人
か
ら
「
天
文
部
に
入
っ
て
い

た
の
？
」
と
聞
か
れ
た
こ
と
も
。
広
報
で

カ
メ
ラ
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
だ
が
、

は
ま
っ
て
き
て
い
る
の
か
な
あ
…
。〈
賢
治
〉

平成 25 年 10 月末現在

人 のうごき

　

柳
川
市
南
浜
武
字
六ろ

く

ろ

べ

え

び

ら

き

郎
兵
衛
開
で
は
、

旧
暦
６
月
17
日
に
風
水
害
除よ

け
と
疫
病
退

散
祈
願
の
祇
園
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

祭
り
当
日
の
早
朝
か
ら
ダ
イ
ジ
ャ
ヤ
マ（
大

蛇
山
）
と
呼
ば
れ
る
雌
雄
一
対
の
大
蛇
を

作
る
。
製
作
は
、
本
来
小
学
校
４
年
か
ら

中
学
２
年
ま
で
の
男
子
（
中
学
校
２
年
生

全
員
を
カ
シ
ラ
、
同
１
年
生
全
員
を
ナ
カ

ガ
シ
ラ
と
い
う
）
が
担
当
す
る
。
現
在
は

子
ど
も
の
数
が
減
少
し
た
の
で
大
人
が
加

勢
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

  

大
蛇
の
胴
回
り
は
約
１
メ
ー
ト
ル
、
長

さ
は
オ
ス
が
10
メ
ー
ト
ル
、メ
ス
は
８
メ
ー

ト
ル
程
で
あ
る
。
胴
体
か
ら
尻し

っ

ぽ尾
に
か
け

て
の
部
分
は
麦
ワ
ラ
、
口
（
上
あ
ご
と
下

あ
ご
）
は
稲
ワ
ラ
で
作
る
。
頭
部
と
胴
体

の
部
分
の
ワ
ラ
の
上
か
ら
潟
泥
を
塗
り
、

そ
の
上
に
、
ウ
ロ
コ
、
目
玉
、
髯ひ

げ

、
歯
、

角
を
付
け
る
。
ウ
ロ
コ
に
は
シ
ジ
ミ
ガ
イ
、

ミ
ゾ
ガ
イ
、
カ
キ
殻
を
、
歯
は
オ
ス
は
ア

ゲ
マ
キ
、
メ
ス
は
お
歯
黒
を
付
け
て
い
る

よ
う
に
見
せ
る
た
め
ミ
ド
リ
シ
ャ
ミ
セ
ン

ガ
イ
を
、
眼
は
堀
の
中
に
生
息
し
て
い
る

ミ
ゾ
ゲ
（
オ
ス
は
銀
色
、
メ
ス
は
金
色
に

彩
色
す
る
）
で
、
舌
は
厚
紙
、
角
は
ヤ
ナ

ギ
の
枝
を
用
い
る
。

  

オ
ス
は
広
場
の
大
き
な
エ
ノ
キ
に
胴
体

と
尻
尾
を
巻
き
付
け
、
樹
上
か
ら
下
り
て

来
た
よ
う
に
、
メ
ス
は
観
音
堂
裏
手
の
堀

か
ら
上
が
っ
て
き
た
よ
う
に
配
置
す
る
。

大
蛇
の
頭
は
、
南
の
方
角
を
向
く
よ
う
に

そ
ろ
え
て
固
定
す
る
。
頭
部
の
先
の
く
ぼ

地
を
池
に
見
立
て
、
血
を
吐
い
て
い
る
よ

う
に
す
る
。
夜
に
な
る
と
、
花
火
を
仕
掛

け
た
大
蛇
の
口
か
ら
、
災
難
除
け
の
火
を

噴
く
。

  

翌
朝
６
時
ご
ろ
、
子
ど
も
た
ち
は
大
蛇

を
解
体
し
て
リ
ヤ
カ
ー
で
沖
端
川
ま
で
運

び
、
引
き
潮
時
を
見
計
ら
っ
て
川
に
流
す
。

か
つ
て
は
、
川
中
ま
で
泳
い
で
い
っ
て
流

し
て
い
た
が
、
今
は
川
岸
か
ら
流
す
よ
う

に
な
っ
た
。
な
お
、
目
玉
、
耳
、
舌
は
魔

除
け
の
縁
起
物
と
し
て
カ
シ
ラ
が
そ
れ
ぞ

れ
持
ち
帰
り
、
玄
関
先
に
飾
る
。

  

大
蛇
山
の
よ
う
な
造
り
物
を
伴
う
祭
り

と
し
て
、
市
内
の
中
島
の
大
蛇
山
が
あ
る
。

た
だ
、
中
島
の
そ
れ
は
山だ

し車
に
載
せ
て
移

動
す
る
。
九
州
の
「
造
り
山
」
の
ほ
と
ん

ど
は
、
中
島
と
同
様
に
動
く
形
式
で
あ
る

が
、
崩
道
は
固
定
し
た
「
山
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
造
り
山
」
本
来
の
姿
を
と
ど
め

て
お
り
貴
重
で
あ
る
。

市
史
編
集
委
員
　
安
田
宗
生

●
「
ふ
る
さ
と
寄
付
」
を
知
っ
て
ま
す
か
。

寄
付
額
に
応
じ
て
税
金
の
控
除
が
あ
る
他
、

市
で
は
１
万
円
以
上
の
寄
付
者
に
記
念
品

を
送
っ
て
い
る
。
今
回
、
記
念
品
の
種
類

を
大
幅
に
増
や
し
た
。
親
戚
な
ど
市
外
在

住
者
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
市
へ
の
寄
付
の
お

願
い
を
。
柳
川
が
詰
ま
っ
た
記
念
品
が
送

ら
れ
て
く
る
こ
と
間
違
い
な
し
。〈
英
一
〉

■ 

問
い
合
わ
せ

　

 

市
生
涯
学
習
課
市
史
編
さ
ん
係
（
☎
72
・
１
２
７
５
）

●人口 70,352 人（前月比 -45）
　　男　33,320 人（-6）
　　女　37,032 人（-39）
　　　   出生　46 人、死亡   66 人

　　　   転入 127 人、転出 152 人

●世帯数　24,933 世帯（18）
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今号の内容

◆市民のひろば (6-7)　◆川柳 (7)　◆図
書館 ･ 水の郷ニュース、柳川百選まち歩き
(8-9)　◆情報わいど (10-15)　◆がんばっ
たね (16)　◆柳川にこの人あり 山下孝彦さ
ん (16)　◆もちふみデビュー (17)　◆保健
ガイド (18-19)　◆新市史抄片 (20)

◆ご存知ですか ? 民生委員児童委員
◆秋の叙勲、褒章 ほか

◆自動車の観光広告物製作助成 ほか

ページ

2 ～ 3
4
5

中学生 伝統文化を体感
　三橋中学校で 11 月 15 日、一流の舞台芸術に触れる文化芸術体験
がありました。これは、次代を担う子どもたちの発想力の育成や芸
術鑑賞の向上を目的に、文化庁が行う巡回公演事業。同校 1、2 年生
262 人は、日本舞踊協会による長唄「連

れ ん じ し

獅子」の舞台鑑賞の他、日
本舞踊の美しいおじぎや立ち座り、扇子の使い方などを学びました。
また、10 月のワークショップで「さくらさくら」を練習した生徒は、
浴衣を着て踊りを披露。日本の伝統文化に触れた 1 日となりました。

崩道の祇園祭りの大蛇を製作し
ている様子。子どもや大人がウロ
コに見立てた貝殻を付けたり、泥
を塗り付けたりしている

夜に行われる祇園祭りの様子。大
蛇の口に取り付けた花火から火
が噴き、祭りも最高潮に


